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地盤工 学用 語辞典の 改訂作業状況 と出版 に あ た っ て

一 2005年 3 月の 出版を 目指 して
一

地盤工 学用語辞典改訂編集委員会

1　 は じ め に

　現在，地 盤 工 学会の 用 語集関係 の 出版物は 「土 質工 学

用語辞典 （1985）」，「土質工 学標準用語集 （1990）」 お

よび 「岩 の工 学 用 語解説集 （1973）」 の 3 冊 て ある。こ

れ ら 3冊 を
一・

本化 し，「地 盤 工 学 用 語 辞典」 と し て，

2005年 3月 に 出 版 す る た め の 準備 が
“

地 盤 工 学 用 語 辞

典改訂編集委員会
”

て 進め ら れ て い る。な お，改訂編集

委員会 の メ ソ バ ーは ，表
一 1に 示 す とお りて あ り，実際

の 執筆は ，数名 て構 成 さ れ る21の 執筆委員会 が担 当 し

て い る 。 表
一 2に 担 当 す る章の 名 前 と執 筆委 員会 委員長

を示 す 。

　本 文 て は，3 冊 を
一

本 化 す る とい う経 緯，編 集 方針，

な らひ に 編集の 状 況 を 紹介 す る。

2　 改訂編集委員会立上げの経緯

　1997年，「土 質工 学標準用語集」，「岩 の 工 学 用 語集」

の 見直 しが始ま っ た 。見直 しの結果，次の よ うな基本方

針 とな っ た。1）両 者 を
一

体化 して 「地 盤工 学 標準 用 語

表
一1　 地 盤工 学 用 語辞 典 改 訂 編 集委 員 会

会　　務 氏 　　名　　　　　 　　所　　 　属

委員長 （1） 善　　　功　企 九州大学大学院工 学研究院

幹事 （13，18） 片　 桐　 雅 　明   日建 設計 中瀬土 質研 究 所

委 員 （用 語） 伊　貝　聡　 司 大成基礎設計 

委員 （1023 ，14） 内　 田　 明　彦   竹 中工務店技術研究所

委 員 （7） 大　 島　 昭　彦 大 阪市立 大学大学院工 学研究科

委員 （22） 大　 山　 　 　将   鴻池 組 技術 研 究 所

委員 （8） 桑 　 野 　玲 　 子   土 木 研 究 所

委員 （6） 古　 関　潤　
一

東京大学生産技術研究所

委員 （4） 後　藤　 　 聡 山梨大学工 学部

委員 （17） 小　西 　真　治 爾鉄道総合技術研究所

委員 （3） 小　峯　秀　雄 茨城大学工 学部

委 員 （5） 竹　下　祐　二 岡 山大学環境理工 学部

委員 （1516 ，21） 建　 山　和 　 由 立 命館大 学 理 工 学 部

委員 （12） 田　 中　政　典   港湾空港技術研究所

委 員 （11） 谷　 　　和　夫 横浜国立 大学工 学部

委員 （2） 仲 　 本 　 　 　 治   建設 企 画 コ ソ サ ル タソ ト

委員 （19，20） 林　 　　健太 郎 五 洋建設 

委員 （9） 若　井　明 　彦 群 丐大学 工 学部

註　会務欄 の （ ） は 担当する章 を示す
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集」 と して 出版 す る，2）既 存 の 土 質 工 学 用 語 シ ソ
ー

ラ

ス （案）の 見直 し作 業 と改正 結果 に 基 づ き標 凖 用 語 を選

定　解 析 す る ，3）用 語 は 標 準 用 語 と して 学 会 が定 め ，

解説をつ けて 「地 盤工 学標準用語集」 とする。

　上記 の 作業工 程中に ，地盤工 学表記法検討委員会 に お

い て，「土質工 学標準用語集」 と 「土質工 学用 語辞典」

の 関 係 に つ い て の 議論 か生 した 。 す な わ ち，「学 会 と し

て の 相違 は 明確 て あ っ て も，一般 会員 か らす れ は両者 の

違 い は 不 明 瞭て あろ う。ま た，分冊化 さ れ て い る点 も利

用 者 の便宜 とい う点 て 不 便 て あ ろ う。さ らに ，最近 の学

問 の進 歩 に照 ら して，両 者 とも 内容 が や や古 くな っ て い

た り，記 述 に 間違 い か あ る な との 問 題 も挙 げ られ て い る。

そ こ て，将来 の改訂時 には 両 者 を統合 して 出版 す る こ と

が 望ま しい 。」 とい う もの て あ る。関連各 部 へ の 打 診

表
一2　章名 称 と解 説 執筆委員会委員長

章　 名　称 委員長 所 　 　　属

1 一
般 善 功企 九 州大学大 学院工 学研究院

2 地 質と地 形 長谷川修
一

香川大学工 学部

3 土 の物理 　化学的性質 堀内 澄夫 清水建設  技術研究所

4 土 の分類 中 材 裕昭   地 域 環境研究所

5 浸 透 と地 下 水 竹 下 祐二 岡 山大学環境理 工 学部

6 土 圧 と支持力 日 下部 治
東 京工 業 大 学 大 学 院理 工 学

研究科

7 土 の圧 縮 と圧 密 今井 五 郎
横浜国立大学大学院工 学研
究院

8 地 盤材料 の せ ん断 澁谷 啓 神戸大学工 学部

9 斜面 安定 山 上 拓男 徳 島大学工 学部

0
　　
31

　　
2

地 震 と土 の動 的性質，
地 盤防災

國生 剛治 中央 大学理工 学部

11 岩 の 性質 清水 則
一

山口 大学工 学部

12 地 盤調査 と計測 田 中 洋行
北侮 道大学大学院工 学研 究
科

13 構造物 の基礎 桑原 文夫 日本工業大 学工学部

14 土留め と掘 削 海 野 隆 哉 長 岡技術科 学大学工 学部

5
　

61
　
　

1

土工

路床 と路盤
三 嶋 信雄 川崎地質 

17 トンネル 小 山 幸則   鉄道総合 技術 研究所

18 水 利構造物 成 田 国朝 愛知工 業大 学工 学部

19 港 湾 と侮岸構 造 物 山本 修 司 剛沿 岸技術 研究 セン ター

2Q 地 盤改良 寺師 昌明   日建設 計 中瀬土 質研 究 所

21 施工 機械 建山 和由 立命館大学理 工 学部

22 地盤環境 川地 武 滋賀県立大学環境科学部

土 と 基礎，53− ， （564）
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学会盾動 かり

調整 の上 ，1999年 11月 の基準部会 て 統合 の方針 が 承 認

された 。

　3冊 の 用 語集　辞典 を実際 に統合 す る とな る と，そ の

基本 方針，内容，構成 ，執筆形 態，用 語の 選定，著作権

な と，多 くの 課 題 か存在 す る。そ こ て ，木 格的な 改訂編

集 f乍業 を 始 め る前 の 準備段 階 と し て ，2001年度 に 「地

盤 工 学用語辞典 （仮称）改訂編集準備委員会 （以 下，準

備委員会 と称す）」 が 1年間の 活動期 間 と して 設立 さ れ

た。そ こ て は，実際 に改訂 編集 して い くた め の 体制や ス

ケ シ ュ
ール ，編集方 針，用 語の 選定，著作権の 調査か ら

執筆要領 ま て か検討 され た 。

　 そ の 検討結果 を 踏 ま え て，本 委員会 が 2002年 7 月 か

ら活動 し始 め た 。準備委員 会 て概 略 検 討 さ れ た 結 果 を確

認　修正 し な か ら，2002年 12月 に は 21の 執筆委員会 を

立 上 け，本 格 的 な 改訂 編集作業 が 始 ま っ た 。

3　 掲載す る 用語と編集方針

　準備委員会に お い て ，次 の 五 つ の 出版物 か ら，用 語 を

選択 し，現行の 地 盤工 学用語辞典 の章 ご と に 分 類 さ れ た。

　  土 質工 宇標凖用 語集 （1420 語 1990年）

　  標準キーワート （404語）
噛
  　土 質工学用語辞典 （約4500語，1985年）

　  地盤工 学 ハ ン トブ ソ ク （約2600 語，1999年）

　  岩 の用語解説集 （701語，1973年）

　 な お，「レ キ シ コ ン 」 か ら も用 語 を 収 集 した。ま た，

地 盤環 境 な と新 た な分 野 の 用 語 も収 集 　 分 類 した。

　 収 集 し た 用 語 は，見出 し語 とな る A ラソ ク 用語 ， 解

説 の 中 て 用 い られ る用 語 とな る B ラ ン ク 用語 ， 解説 に

使 用 す る か と う か は 執筆者 の 判断 に ゆ だ ね られ る C ラ

ソ ク 用語 に分類 さ れ た 。 準備委員会て 取 りま とめた各 ラ

ン ク の 用語数 は 次の とお りて あ り，総数 は6754 語 に の

ぼ っ た。　　　　　　　　　　　　
−

　 　 A ラ ン ク用 語 　2　446

　　 B ラ ソ ク 用 語　3424
’

　　 C ラ ソ ク 用語　 874

　 ま た，編集方針 は 次 の 点か特徴 とな っ て い る。

1　 現 用 語辞典を 踏襲す る か，進歩 した技術 や新分野の

　 用語 も極力取 り込む。

2　 現在使わ れ て い る 用 語 は網 羅 す る こ とを主 とす るか，

　 死 語 （過去に お い て 使 わ れ て い た もの ） も掲 載 す る。

3　 標準用 語に は，定 義 を 明記 す る 。

4　新た に 記 述 す る解 説 は ，
400〜800字 の 範囲 とす る。

5　索引 は，日英／英 日の み と し， 限 られ たペ ー
シ数 の

　 中て 本文 を充実させ る。

　1 に 関 して は，近年 の 話題 て あ る地 盤環境問 題，地

震／土 石 流 な と に対 す る地 盤 防 災 を新 た に 独 立 した章 と

し，その 中味 の 充 実 を図 っ た 。

4　 編集の 状況と今後の 予定

　2005年 3 月の 出版を 目標 に ，各執筆委員会 と も予 定

ど お りに 進んて お り，現時点 （2004年 10月末） て は，

本文原稿の ほ とん とを 印刷会社 に入 稿 した とこ ろて あ る。

　今後 の編集作 業 は，ケ ラ に よる原 稿 の 確 認 　修 正，索

引の編集 な とて，予 定 とお りに運 ふ もの と思 わ れ る 。

5　 お わ り に

　2005年 3 月の 出版を 目標 と した 地盤 工 学用 語辞典 は，

総勢110名 に 及ふ 執筆者　編集者の 手 に よ っ て進 め られ

て い る。そ れ に先 立 ち，1 年 間 に 9 回 もの 打合 せ を 行 い ，

用 語 の 選 定，本 委員会の 方 向性 や ス ケ シ ュ
ー

ル な と，精

力 的 に 活 動 い た だ い た凖備委員会の メ ソ ハ
ー，基準部の

方 々 な らひ に 関連す る 委員会か あ っ た か らこ そ，予 定 と

お り進 んて い る 今の 用語辞典の 編集状況か ある。

　事務局を始め，本用語辞典の 編集　出版に 関係 した 多

くの 方 々 に 感謝 して 本文を 締め く く りた い 。

（文責　善　功企 　九 州大学 大学 院，

　 　 　 片 桐 雅 明　   日建 設 計 中瀬 土 質 研 究 所 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　20041111 ）

」

’
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